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年 頭 のご あ いさつ
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
丁
酉
（
ひ
の
と
・
と
り
　
て
い

ゆ
う
）
の
年
で
す
。「
丁
」
は
、
植
物
が
生

長
し
、
一
定
の
大
き
さ
に
達
し
て
安
定
し
て

き
た
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
「
酉
」は
、

酒
が
め
な
ど
を
意
味
し
、
か
め
の
中
の
麹
が

発
酵
し
極
限
に
達
し
た
状
態
を
表
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
丁
酉
」
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

充
満
し
、
変
革
、
革
命
の
起
き
る
年
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
成
果
の

現
れ
る
年
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、
改

正
公
職
選
挙
法
に
よ
る
18
歳
選
挙
権
が
初

め
て
導
入
さ
れ
た
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
主

権
者
教
育
な
ど
を
通
じ
て
、
若
者
の
政
治
へ

の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ア
メ

リ
カ
大
統
領
選
挙
で
は
、
共
和
党
の
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し
ま
し
た
。「
ア

メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ
る
新
大
統

領
の
誕
生
は
、
日
米
関
係
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
イ

ギ
リ
ス
は
国
民
投
票
で
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

か
ら
の
離
脱
を
決
定
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、

移
民
問
題
や
所
得
格
差
へ
の
反
発
を
象
徴
し

た
選
挙
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
北
方
領
土

問
題
も
大
き
な
節
目
を
迎
え
そ
う
な
中
、

我
が
国
の
通
商
政
策
や
外
交
政
策
な
ど
、

先
見
的
な
舵
取
り
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
と
も

に
、
町
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、
快
適
で

住
み
よ
い
環
境
を
創
出
す
る
た
め
、「
坂
城

町
第
５
次
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」、「
坂
城
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
坂
城
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
計
画
も
人
口
減

少
の
克
服
と
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
維
持
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
町
を

取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
環
境
の
変
化
を
敏

感
に
と
ら
え
な
が
ら
、
住
民
、
企
業
、
行

政
で
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
進
め
て
い
く
主
な
施
策
で
は
、「
つ

な
が
る 

あ
ん
し
ん 

坂
城
町
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
防
災
、
子
育
て
、
教
育
、
福
祉
、

産
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
新
し
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
「
ト
ー
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」

の
第
一
段
階
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
有
線
放

送
電
話
に
変
わ
り
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政

無
線
（
同
報
系
）
に
よ
る
新
た
な
通
信
網

に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
が
必
要
な
情
報
を

取
得
・
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見

守
り
と
し
て
、
緊
急
通
報
体
制
の
整
備
・

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業
で
は
、
ワ
イ
ン
用

ぶ
ど
う
の
実
証
試
験
栽
培
が
５
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
規
就
農
の
担
い
手
に

よ
る
試
験
圃
場
の
栽
培
管
理
を
通
し
て
、

品
種
特
性
の
把
握
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
町
内
で
待
望
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

創
業
の
動
き
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
産
地
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
創
業
者
の
支
援

を
行
い
、
６
次
産
業
化
に
よ
る
ワ
イ
ン
振
興

と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
事
業
で
は
、

町
民
生
活
や
企
業
活
動
に
お
い
て
効
率
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
図
る
た
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や
テ
ク
ノ
さ
か

き
工
業
団
地
に
お
い
て
産
学
官
連
携
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
工
業
団
地
化
に
取
り
組
み
、「
創
・

蓄
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
よ
る
環
境
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
内
へ
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
就
業
機
会
の
拡
大
や
雇
用

創
出
に
取
り
組
み
、
産
業
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
町
内
企
業
や
関
係
機
関
と

連
携
し
た
合
同
企
業
説
明
会
や
移
住
相
談

会
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
子
育
て
環
境
に
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、総
合
的
な
相
談
・

支
援
体
制
の
充
実
、
第
３
子
以
降
の
保
育

料
無
償
化
、
子
ど
も
福
祉
医
療
費
の
支
給

範
囲
を
18
歳
到
達
年
度
ま
で
拡
大
の
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
の
海
外
と
の
交
流
を
通
じ
た
国

際
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
皆
様
と

と
も
に
、
今
年
も
明
る
く
元
気
な
坂
城
町

を
創
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本
年

が
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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平成29年 2017  迎 春
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
町
に
お
い
て
は
大
き
な
災
害

も
な
く
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
新
し

い
年
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
一
年

に
な
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
初
の
国
勢
調
査
で

「
人
口
ゼ
ロ
の
町
」
が
４
町
あ
り
ま
し
た
。

３
月
で
６
年
に
な
る
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
り
、
全
町
民
が
故
郷
を
追
わ
れ
た
街

は
、
生
活
の
音
も
臭
い
も
な
く
、
庭
に
は

子
ど
も
の
自
転
車
が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。「
地
震
大
国
日
本
」
は
、
昨
年

４
月
の
熊
本
地
震
、
10
月
の
鳥
取
地
震
と

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
建
物
の
損
壊
で

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
以
前
の
生

活
を
取
り
戻
す
見
通
し
も
立
た
な
い
現
実

に
、
改
め
て
自
然
災
害
に
対
す
る
心
構
え

と
備
え
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
異
常
気
象
は
、世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
っ

て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な

ど
地
球
を
温
め
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら

す
「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
さ
れ
ま
し
た
。

温
暖
化
に
よ
り
人
間
の
生
活
や
動
植
物
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
23
年
か
ら
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

を
進
め
て
い
ま
す
。
創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
・

省
エ
ネ
な
ど
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活

用
と
太
陽
光
発
電
の
普
及
事
業
は
８
年
目

に
な
り
ま
す
。
家
庭
で
の
省
エ
ネ
意
識
の

向
上
と
子
ど
も
達
の
環
境
に
対
す
る
教
育

に
よ
り
、
明
る
く
ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り

を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

　
国
内
経
済
は
、
個
人
消
費
と
設
備
投
資

は
低
調
な
も
の
の
、
輸
出
が
堅
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
物
価
が
下
落
す
る
デ
フ
レ

傾
向
に
あ
り
、
内
需
拡
大
も
消
費
税
増
税

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
３
年
経
て
も
消
え
て
い

ま
せ
ん
。
町
内
の
経
済
状
況
は
、
一
部
企

業
の
好
調
な
業
績
と
と
も
に
全
体
と
し
て

着
実
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　
18
歳
選
挙
権
が
７
月
の
参
議
院
選
挙
で

初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
投
票
率
は
町

全
体
で
64
・
51
％
、
10
代
が
44
・
88
％
で

あ
り
ま
し
た
。
６
月
議
会
に
は
、
坂
城
高

校
の
３
年
生
が
政
治
学
習
の
一
環
で
議
会

の
傍
聴
を
通
じ
て
、
有
権
者
意
識
を
深
め

ま
し
た
。
今
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

若
者
が
社
会
に
関
わ
り
、
元
気
で
活
力
あ

る
地
域
社
会
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
て
、
町
の
地

方
創
生
の
施
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

よ
る
５
か
年
の
基
本
目
標
を
策
定
し
事
業

を
展
開
す
る
も
の
で
す
。
生
涯
に
わ
た
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

町
民
一
人
ひ
と
り
が
行
動
し
た
い
も
の
で

す
。

　
人
口
が
減
り
、
街
が
衰
退
す
る
空
き
家

等
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
り
６
件
が
成
約
し
、

10
月
に
は
空
き
家
等
対
策
協
議
会
を
設
置

す
る
中
で
、
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
と

利
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
改
革
に
お
い
て
は
、
富
山
県
な

ど
で
使
わ
れ
方
に
批
判
が
あ
っ
た
政
務
活

動
費
は
議
員
の
調
査
と
研
究
の
た
め
の
公

費
で
す
。
町
議
会
で
は
収
支
報
告
と
領
収

書
の
添
付
等
を
義
務
付
け
透
明
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
５
月
に
は
第
９
回
の
議
会
報

告
会
「
こ
れ
か
ら
の
坂
城
町
を
語
ろ
う
」

に
９
会
場
98
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
懇
談
会
で
は
、
災
害
時
の
情
報
の

確
保
、
有
害
鳥
獣
の
対
策
等
、
町
と
議
会

に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
ご
要
望
は
今
後
の

議
会
活
動
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

明
る
く
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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平成29・30年度の
入札参加申請を受け付けます

　
平
成
29
・
30
年
度
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
物
品
の

購
入
な
ど
に
関
す
る
、
入
札
参
加
や

契
約
に
必
要
な
申
請
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
１
月
16
日
（
月
）
〜
２
月
28
日
（
火
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　※

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

　※

郵
送
は
２
月
28
日
必
着

申
請
区
分

【
建
設
工
事
等
】

建
設
業
法
に
定
め
る
29
業
種
及
び

測
量
、
建
築
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
の
各
業
務

【
物
品
購
入
等
】

物
品
の
購
入
、
印
刷
の
請
負
、
製

造
の
請
負
、
業
務
委
託
（
建
設
工
事

な
ど
に
係
る
も
の
は
除
く
）
な
ど

※

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

契
約
・
管
財
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
０
０

南条・中之条地区における
有線放送電話の通話不通について

　
町
横
尾
局
交
換
機
の
不
具
合
に
よ

り
、
南
条
地
区
及
び
中
之
条
地
区
の

ほ
ぼ
全
域
に
お
い
て
、
有
線
放
送
電

話
に
よ
る
通
話
が
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
中
之
条
地
区
の
内
、

文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
一
部
は
通
話
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
と
一
緒
に

配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
有
線
放

送
電
話
に
よ
る
坂
城
消
防
署
ほ
か
南

条
・
中
之
条
地
区
の
公
共
施
設
等
へ
の

通
話
も
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

（
坂
城
・
村
上
地
区
か
ら
南
条
・
中

之
条
地
区
に
有
線
放
送
電
話
を
か
け

た
場
合
、
呼
び
出
し
て
い
る
よ
う
に
聞

こ
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
呼
び
出
し

音
は
鳴
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
緊
急
放
送
、
定
時
放
送
な

ど
の
放
送
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

有
線
放
送
回
線
を
使
用
し
て
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し
て
も
利
用
可

能
で
す
。

　
有
線
本
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
横

尾
局
交
換
機
不
良
の
原
因
究
明
と
復

旧
作
業
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

現
在
に
お
い
て
も
復
旧
の
見
込
み
が
立

た
な
い
状
態
で
す
。

　
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

　
坂
城
町
有
線
放
送
電
話

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
０
０

１
月
　
○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）利
用
開
始

　
　
　
○
循
環
バ
ス（
南
ま
わ
り
用
）新
車
両
に
更
新

２
月
　
○
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
・
鉄
の
展
示
館
「
坂
城
の
お
雛
さ
ま
」
開
催

３
月
　
○
町
内
高
校
生
タ
イ
国
研
修

　
　
　
○
信
州
大
学
と
の
連
携
・
協
働
に
関
す
る
協
定
締
結

　
　
　
○
南
条
小
学
校
改
築
工
事
竣
工

　
　
　
○「
第
５
次
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」策
定

４
月
　
○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充（
子
ど
も
福
祉
医
療
費
の
支
給
範
囲
を
高
校
生
ま
で
拡
大
、

さ
か
き
福
祉
医
療
費
サ
ポ
ー
ト
資
金
貸
付
制
度
開
始
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無

償
化
、
重
度
身
体
障
が
い
者
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開
始
等
）

　
　
　
○
町
の
新
規
・
拡
充
補
助
事
業
等（
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
に
か
か
る
費
用
の
一
部
補

助
、新
規
就
農
者
支
援
事
業
、商
業
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム（
利
活
用
）補
助
金
等
）開
始

　
　
　
○
鉄
の
展
示
館
「
高
倉
健
と
宮
入
小
左
衛
門
行
平
の
絆
」
展
開
催

　
　
　
○
網
掛
・
上
五
明
地
区
で
７
年
に
一
度
の
御
柱
祭

５
月
　
○
第
11
回
ば
ら
祭
り
開
催  

４
万
人
が
来
園

６
月
　
○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
返
礼
品
取
扱
い
開
始

　
　
　
○
鉄
の
展
示
館
「
第
７
回
新
作
日
本
刀  

研
磨  

外
装  
刀
職
技
術
展
覧
会
」
開
催

　
　
　
○
松
く
い
虫
防
除
対
策
空
中
散
布
実
施

７
月
　
○
参
議
院
議
員
通
常
選
挙  

選
挙
権
年
齢
満
18
歳
以
上
に
引
下
げ

　
　
　
○
町
内
小
学
生
中
国
上
海
市
実
験
小
学
校
と
教
育
交
流

８
月
　
○
第
39
回
町
民
ま
つ
り
坂
城
ど
ん
ど
ん
開
催

　
　
　
○
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
陸
上
部
が
女
子
４×

１
０
０
ｍ
で
全
国
大
会
４
位

９
月
　
○
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
入
館
者
４
０
０
万
人
達
成

　
　
　
○
鉄
の
展
示
館
「
第
11
回
お
守
り
刀
展
覧
会
」
開
催

　
　
　
○
南
条
小
学
校
１
４
０
周
年
・
改
築
記
念
式
典
挙
行

　
　
　
○
坂
城
中
学
校
第
50
回
大
峰
祭
開
催

10
月
　
○
第
10
回
坂
城
駅
前
ふ
ー
ど
市
開
催

11
月
　
○
ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
開
催

　
　
　
○
１
６
９
系
電
車
撮
影
会
初
開
催

　
　
　
○
南
条
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
全
国
大
会
で
２
年
連
続
銀
賞
受
賞

12
月
　
○
坂
城
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
・
坂
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
１
６
９
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
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～医療と介護サービスの両方を利用している世帯の負担を軽減する制度です～

◎問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線 133）　有線 88－1029
※社保の方は手続きなどが異なりますので、ご加入の医療保険者にお問い合わせください。

平成27年度分の申請受付が始まりました平成27年度分の申請受付が始まりました

　支給には、基準日（平成28年７月31日）現在、加入している医療保険者（国保・後期・社保）への支給申請が必
要です。平成27年８月１日から平成28年７月31日までの医療機関受診及び介護サービス利用に係る自己負担額
の合計が、下表の限度額を超える世帯が対象となります。

平成27年度分の支給要件・支給額

①後期＋
　介護保険
　の合計額

②国保・社保＋介護保険
　の合計額
（70～74歳の方がいる世帯）

区 分

６７万円

５６万円

３１万円

１９万円

一 定 以 上
所 得 者

一 般
（町県民税課税）

町 民 税
非課税世帯

年金収入が
80万円以下
の 方 な ど

所得区分

所得901万円超

　　600万円超901万円以下

　　210万円超600万円以下

　　210万円以下

住民税非課税世帯

③国保・社保＋介護保険
　の合計額
（①、②以外の世帯）

２１２万円

１４１万円

　６７万円

　６０万円

　３４万円

　世帯内の国民健康保険（以下「国保」）、後期高齢者医療制度（以下「後期」）、被用者保険（以下「社保」）などの
被保険者の方が、１年間（８月～翌年７月末）に支払った医療保険と介護保険の自己負担額【※１】の合計額が、一
定の限度額を超えた場合に、その超えた金額が、申請により高額合算療養費として支給されます。【※２】

１年間で…
夫が医療保険で29万円を支払い
妻が介護保険で18万円を支払い
世帯の年間負担が47万円だった

１年間で…
夫婦合わせて年間負担47万円を支払ったが、申請により、
基準額31万円を超えた金額（16万円）が支給され
年間の負担額が31万円にとどまる

このように負担が軽減されます　例：夫婦２人共に75歳以上で町民税非課税の場合

【※１】医療機関や介護保険事業者などに支払った一部負担金から、高額医療費や高額介護サービス費などの払い戻
し相当分を差し引いた金額です。入院時の食事代や差額ベッド代、介護保険の施設サービス等での食費・居
住費などは、対象となりません。（このほかにも対象とならない負担があります）

【※２】医療保険、介護保険共に自己負担額があり、計算後の支給額が500円以上の場合。

自己負担額が 制度の適用で

制度の概要

申請手続きについての留意点

　坂城町の国保、後期の被保険者の方で、支給の対象となる方には、すでに文書でお知らせしましたので、内容
を確認のうえ、まだ申請手続きを行っていない方は申請してください。（社保などの被用者保険の方は除く）
ただし、次に該当する方には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合があります。
　平成27年８月から平成28年７月末までの間に
　・坂城町外から転入された方
　・他の医療保険から、坂城町の国保、後期に移られた方
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　町では、商工業振興施策として、町内の事業所が事業用資産を取得した場合に、固定
資産税相当額（新設の機械及び増設の場合は100万円限度）を補助金として交付します。

　町では、農地の貸借を活発にし、農地の有効活用と農業の担い手の育成、遊休荒廃
地の解消を図るため、農地活性化奨励金を交付します。これは、「農地を貸したい農
家」と、「農業経営規模の拡大を図りたい農業者等」が、農業委員会を介し、安心し
て農地の貸し借りをする利用権設定において、農地を借りる農家に設定年数に応じて
交付するものです。

　町では、昨年から「新規就農者支援事業」を実施しています。地域農業の維持発展を図るため、新規就農してから５
年以内（概ね65歳未満の方）の定年帰農の方やＵ・Ｉ・Ｊターンの方などが対象です。（認定新規就農者等の資格が必要）

補助対象条件　・平成28年中に取得した資産（詳しくは町ホームページをご覧ください）
　　　　　　　・耐用年数３年以上の固定資産税課税対象資産（３年未満の償却資産は除く）
　　　　　　　・公害発生のない資産及び施設
　　　　　　　・町税の未納がない者
　　　　　　　・指定施設以外は中小企業基本法第２条の中小企業を対象（工業については、従業員数200人以下に限る）
申請期限　１月31日（火）まで
提出書類　・申請書　・取得資産明細書　・公害防止に関する概要書　・町税納税証明書
　　　　　・取得資産の設置図（建物の場合は位置図など）
　　　　　・指定施設の場合は、上記のほかに支払を証する書類、施設の概要及び効果に関する書類
　　　　　※申請書などは、町ホームページからダウンロードしていただくか、産業振興課までご連絡ください。

●住居助成事業【新規就農者が町内の賃貸住宅に居住する場合の賃貸料を助成】
　　　月額賃貸料の１／２を助成（月額上限２万円）

　　※空き家バンク登録物件を借りる場合は、月額賃貸料の１／２を助成（月額上限３万円）
●農機具等購入助成事業【新規就農者の農業機械及び施設などの購入に対し、１回に限り助成】
　　　単年度で20万円以上の、営農上必要な農業機械及び施設などの購入費の１／３を助成（上限20万円）
　　　※１経営体につき、１回限り

対象者　利用権設定後の面積が１ha以上の農家等、認定農業者、認定新規就農者、人・農地プランに位置付
けられている、または位置付けられる見込みの農家等

要　件　利用権設定面積が、１筆あるいは隣接して３ａ以上、または現耕作地に連続して合計面積が５ａ以上
奨励金交付額等（10ａ当たり・いずれも１回限り交付）
　　　　①設定年数３～５年未満  10,000円　②設定年数５～10年未満  20,000円　③設定年数10年以上  30,000円
利用権設定の対象期間　平成28年１月１日～12月31日
申請期限　１月31日（火）まで

◎申請・問い合わせ先　　産業振興課産業振興係　☎82－3111（内線152）　有線88－1036

◎申請・問い合わせ先　　産業振興課商工観光係　☎82－3111（内線154）　有線88－1037

町農地活性化奨励金

新規就農者支援事業

町商工業振興補助金
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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
の
忘
年
会
に
引
き
続
き
、
新
年
会
と
お
酒
を
飲
む
機
会

が
増
え
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

お
酒
と
の
付
き
合
い
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

保健センター

☎82－3111（内線
511）

有線88－1047

　
厚
生
労
働
省
が
国
民
の
健
康
づ
く

り
運
動
と
し
て
ま
と
め
た
『
健
康
日

本
21
』
で
は
、「
節
度
あ
る
適
度
な

飲
酒
と
し
て
は
、
１
日
平
均
純
ア
ル

コ
ー
ル
で
約
20
ｇ
程
度
で
あ
る
」
と

し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
「
20
ｇ
」

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
国
の
研
究
で
、
１
日
の
純
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
量
が
男
性
は
10
〜
19
ｇ
、
女

性
は
９
ｇ
ま
で
が
最
も
死
亡
率
が
低

く
、
そ
の
後
は
量
が
増
加
す
る
に
従

い
死
亡
率
が
上
昇
し
た
そ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
す

る
と
、肝
臓
で「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
」

と
い
う
毒
性
の
強
い
物
質
に
分
解
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
水
・
炭
酸
ガ
ス
へ
と

分
解
さ
れ
ま
す
。
そ
の
分
解
に
か
か

る
時
間
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
約
７
ｇ

で
１
時
間
か
か
り
ま
す
！  

ア
ル
コ
ー

ル
20
ｇ
（
ビ
ー
ル
な
ら
５
０
０
ml
）

摂
取
す
る
と
、
分
解
に
約
３
〜
４
時

間
（
　  

体
質
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
缶

ビ
ー
ル
５
０
０
ml
を
２
本
飲
む
と
、

肝
臓
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
だ

け
で
約
６
〜
８
時
間
働
き
通
し
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
終
わ
っ
た
後
は
、

食
べ
物
か
ら
吸
収
し
た
糖
質
・
脂
質
・

タ
ン
パ
ク
質
も
分
解
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
、
肝
臓
は
一
晩
中
朝
ま

で
働
き
詰
め
で
す
。

　
お
酒
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
肝
臓

の
働
き
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
肝
臓
の

負
担
を
減
ら
し
て
、
お
酒
と
良
い
お

付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

純アルコール量の計算式
　純アルコール量（ｇ）
　＝飲酒量（㏄）×アルコール
　　度数（％）×0.8

例）ビール中瓶１本
　  …500cc×５%×0.8＝20g

注

参考

◎問い合わせ先 　（公財）さかきテクノセンター　☎82－0001

講
師

演
題

島
田 
始 
氏

「
激
動
す
る
時
代
の
読
み
か
た
、

  

地
域
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
発
想
法
」

流
行
仕
掛
け
研
究
所
代
表

ト
レ
ン
ド
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
激
動
の
年
２
０
１
７
年
は
ど
ん

な
時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
し
た
時
代
の
変
化
を
捉
え

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

地
域
活
性
化
の
決
め
手
は
何
か
、

そ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
発
想
法
は
、

ヒ
ッ
ト
商
品
の
つ
く
り
方
は…

。

　
ト
レ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
第

一
人
者
が
、
坂
城
町
が
、
地
方
が
、

そ
し
て
日
本
が
抱
え
る
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
ア
イ
デ
ア

と
体
質
づ
く
り
を
語
り
ま
す
。

２
月
２
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

研
修
室

公
益
財
団
法
人

さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

　
１
９
４
９
年
東
京
生
ま
れ
。
１

９
７
３
年
平
凡
出
版（
現
マ
ガ
ジ

ン
ハ
ウ
ス
）入
社
。

　『
ａ
ｎ
ａ
ｎ
』
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

や
旅
担
当（
ア
ン
ノ
ン
族
の
旅
ブ
ー

ム
を
仕
掛
け
る
）な
ど
を
経
て
『
Ｈ

ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
』
創
刊
に
携
わ
り
、

特
集
責
任
者
と
し
て
街
や
一
流
ブ

ラ
ン
ド
特
集
を
は
じ
め
、
テ
ィ
ラ

ミ
ス
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、
海
外
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
数
々
の
ブ
ー
ム

を
作
り
だ
し
、
そ
の
後
、
書
籍
編

集
部
編
集
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
経

て
、
２
０
１
０
年
独
立
。

無
料
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申
告
相
談
は
２
月
16
日
　  

〜
３
月
15
日

も
う
す
ぐ 

平
成
28
年
分
所
得
の
申
告
時
期
で
す
！

申
告
相
談
は
２
月
16
日
　  

〜
３
月
15
日

も
う
す
ぐ 

平
成
28
年
分
所
得
の
申
告
時
期
で
す
！

申
告
相
談
は
２
月
16
日
　  

〜
３
月
15
日

も
う
す
ぐ 

平
成
28
年
分
所
得
の
申
告
時
期
で
す
！

申
告
相
談
は
２
月
16
日
　  

〜
３
月
15
日

も
う
す
ぐ 

平
成
28
年
分
所
得
の
申
告
時
期
で
す
！

　私たちの誰もが不慮の事故や入院などで多額の医療費を支払う可能性があります。し
かし、その支払った医療費が一定の金額以上であれば、確定申告の手続きをすると一部
所得から控除されます。毎年、町で行われる申告相談でも相談件数の多い医療費控除に
ついて、申告される方は下記を参考にしてください。

　社会保険料控除などと同じ『所得控除』のひとつです。自己または自己と生計を一に
する配偶者や、その他の親族が支払った医療費を、次の計算式により所得金額から差し
引くことができます。

平成28年中
に支 払った
医療費の金額

保険金など
で 補 て ん
される金額

10万円または
所得金額の５％

（どちらか少ない金額）

医療費
控除額

(最高200万円)

　医療費控除の申告をする際は『医療費の明細書』を作成し添付します。領収書原本を
医療を受けた人ごとに分け、さらにその人が医療を受けた病院・薬局ごとに、年間分の
支払金額をまとめて明細書を作成してください。今回、この「明細書作成相談会」を左
ページのとおり開催しますので、事前申込みのうえご利用ください。

①予防接種代は、対象外（予防や健康増進のために使用するものは不可）です。
②健康診断の費用は対象外ですが、診断結果から重大な疾病が発見され、引き続
き治療を受けることになった場合は、健康診断の費用も対象になります。
③平成28年分医療費控除として申告できるものは、領収書の日付が平成28年１月
１日から12月31日までのものです。
④入院などで医療費が高額になった場合、戻ってきたお金は支払った医療費から
差し引きます【例：入院して生命保険から保険金（給付金）が支払われた、健康
保険から高額療養費が支払われた、など】。支払通知や通帳などで、金額を把握
してください。金額が不明だと医療費控除額の計算ができません。実際の入金
が平成29年１月以降であっても、平成28年中に支払った医療費に対する補てん
金なので差し引いてください。
⑤福祉医療費を受給している場合は、１か月につき、ひとつの病院・薬局ごとに
500円を超えた医療費は町から戻ってきますので、500円が自己負担した医療費
となります。同じ病院でも通院・入院はそれぞれひとつと数えます。また、複
数科受診の場合、診療科によって別に数える場合があります。
⑥６か月以上の寝たきりの人のおむつ代を医療費控除する場合は、その人の治療
をしている医師が発行した「おむつ使用証明書」が必要です。２年目以降は、介
護保険法の要介護認定を受けている一定の方は、市町村長等が交付するおむつ
使用の確認書などを「おむつ使用証明書」に代えることができます。
⑦介護保険制度のもとで提供される一定の施設・居宅サービスの対価は医療費控
除の対象となります（日常生活費、特別なサービスなどは対象外です）。

　なお、医療費控除額がそのまま減税額となる訳ではなく、［医療費控除額］×［税
率］＝［減税額］となります。あらかじめ所得税を納付している（源泉徴収されている）
方でないと、税額が減っても還付金は発生しません。

医療費控除の計算式
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◎問い合わせ先　総務課税務係　償却資産担当　☎82－3111（内線143）　有線88－1033

　土地や家屋以外の事業用資産です。毎年１月１日（賦課期日）現在で、会社や個人が事業のために所有している
構築物、機械・装置、車両、器具、備品などの資産（自動車税・軽自動車税の課税対象は除外）のほか、太陽光発
電設備などの再生可能エネルギー設備を設置し、事業の用に供している場合も対象となります（発電出力10キロ
ワット以上）。
　また、法人税、所得税の所得の算定にあたって、損金または経費として減価償却費を計上している方は、申告
が必要な償却資産を所有している場合があります。詳しくはお問い合わせください。

町税の電子申告システム（ｅＬＴＡＸ：エルタックス）に対応していますので、
インターネットにて申告手続きを行うことができます。どうぞご利用ください。

　様式が定められていますので、今年度初めて申告される方は総務課税務係へお問合せのうえ、所定の申告用紙
により申告をお願いします。また、昨年申告された事業主の方には、12月中旬に平成29年度用の申告書を送付
しました。申告期間は１月31日（火）まで（※）ですので、ご協力をお願いします。
※はがきによる申告の方は、１月20日（金）までに投函してください。

※上記のような事業用の償却資産を所有している事業者の皆さんは、毎年１月１日現在の所有状況を、その資産の所在
する市町村に申告することになっています。

飲食店
厨房設備、レジスター、冷蔵
庫、看板、カラオケセットなど

理容業・美容業
理・美容椅子、洗面設備、タオ
ル蒸器、サインポールなど

小売店
商品陳列ケース、自動販売機、
冷蔵庫、冷凍ストッカーなど

農業
ビニールハウス、消毒機、脱穀
機、ぶどう棚など

アパート経営
ネット・フェンス、駐車場の舗装、
塀、駐輪施設、ごみ置き場など

製造・加工・設計業
関連機械、パソコン、プリン
ターなど

　申告相談期間中の待ち時間を短縮するため、
「医療費の明細書」「農業収支内訳書」の作成相
談会を行います。
　「医療費控除の対象になるものは？」「計算方
法は？」「農業収支に関しての減価償却費の計算
がわからなくて…」などの相談を町の税務担当
職員がお受けします。この相談会は、確定申告
をスムーズに行うためのものであり、所得申告
が完了するものではありません。
　参加には事前申込みが必要です。相談をご希
望の方は、役場１階税務係窓口か電話でお申込
みください。後日、詳しい案内をお送りします。

◎申込・問い合わせ先　総務課税務係　☎82－3111（内線141・144）　有線88－1031・88－1034

対　象　・医療費控除希望の方（右ページの「医療
費控除について」参照）

　　　　・農業所得があり、収支内訳書を作成す
る方（青色申告者、自家消費のみで販売
のない方は除く）

日　時　１月31日（火）
　　　　午前10時～正午、午後１時30分～４時30分
場　所　役場第１会議室（１階）
申込締切　１月16日（月）

※事前に利用届出
　が必要です。
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11
月
29
日（
火
）、
坂
城
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
で
、
公
益
財
団
法
人
さ

か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
と
一
般
財
団

法
人
浅
間
リ
サ
ー
チ
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
る

「
平
成
28
年
度
第
３
回
坂
城
経
営

フ
ォ
ー
ラ
ム
／
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
・
Ｆ
ｉ
ｉ

プ
ラ
ザ
第
１
８
４
回
リ
レ
ー
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
城
町
は
、
機
械
・
金
属
加
工

を
中
心
に
多
種
多
様
な
先
進
技
術

を
持
ち
、
独
創
的
な
技
術
開
発
を

続
け
る
企
業
が
多
く
、
独
自
の
技

術
力
と
創
造
性
に
富
ん
だ
も
の
づ

く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
こ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
、「
機
械
加
工
・
金
型
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
山
村
町

長
、
横
田
悦
二
郎 

氏（
日
本
金
型
工

業
会
顧
問
）、
小
宮
山  

直 

氏（
株
式

会
社
カ
ヤ
マ
取
締
役
第
ニ
製
造
部

部
長
・
株
式
会
社
エ
ス
プ
リ
代
表

取
締
役
専
務
）、
新
井
亮
一 

氏（
長

野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー 

精

密
・
電
子
技
術
部
門 

加
工
部 

主
任

研
究
員
）、
野
田
真
吾 

氏（
株
式
会

社
日
本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ 

技
術
戦
略
セ
ン
タ
ー 

チ
ー
フ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）の
５
名
か
ら
、様
々

な
視
点
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

５名の講師が「機械加工・金型」をテーマに講演
第３回坂城経営フォーラム／AREC・Fiiプラザ第184回リレー講演会

▲山村町長▲横田悦二郎 氏▲小宮山 直 氏▲新井亮一 氏▲野田真吾 氏

女と男ふれあいさかき２０１６
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
、
坂
城
町
女
性
団
体
連
絡
会

と
坂
城
男
女
共
同
み
ん
な
の
会
が

実
行
委
員
と
な
り
、
11
月
19
日

（
土
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
女
と

男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
６
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
活
動
発
表
で
は
、
大

久
保
美
智
子
実
行
委
員
長
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
パ
ネ
リ
ス

ト
に
常
盤
松
子
さ
ん（
紅
谷
）と
北

村
智
香
さ
ん（
キ
タ
ム
ラ  

ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
）を
お
迎
え
し
、「
坂
城
町

に
生
活
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
お
二
人
は
、「
坂

城
町
の
良
い
と
こ
ろ
」
に
つ
い
て
、

人
の
良
さ
や
地
域
の
つ
な
が
り
が

深
い
点
を
挙
げ
ら
れ
、
生
活
や
仕

事
を
し
て
い
る
上
で
地
域
の
方
に

声
を
掛
け
ら
れ
た
り
教
え
て
も
ら

う
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
住
み
や

す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
村
松
真
貴
子
さ
ん
に
、

「
は
じ
め
の
一
歩
　
男
女
共
同
参
画

を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
松
さ
ん
に
よ
る
と
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
、

女
性
も
男
性
も
一
人
ひ
と
り
が
輝

き
、
自
分
ら
し
く
生
き
、
心
と
心

を
通
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ

の
た
め
の「
は
じ
め
の
一
歩
」は
、「
明

る
く
温
か
い
人
間
関
係
を
築
く
こ

と
」
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
く
た

め
の
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
や
上
手

な
自
己
紹
介
の
コ
ツ
な
ど
を
様
々

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

女性が輝くやさしいまちへ

▲第２部：村松真貴子さんの講演

▲第１部：パネルディスカッション

ひと ひと
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人権を尊重し豊かな福祉の心を育む町民集会
　
12
月
３
日（
土
）、
坂
城
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
で
、
人
権
感
覚
を
養
い
、
福

祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
「
人
権

を
尊
重
し
豊
か
な
福
祉
の
心
を
育
む

町
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
坂
城
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
、
村
上
小
学
校
児
童
に
よ

る
人
権
作
文
朗
読
発
表
に
続
き
、
音

楽
家
・
著
述
家
の
瞳
み
の
る
さ
ん
に

よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
瞳
さ
ん
は
、
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
の

一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
後
、
大
学

に
進
学
し
高
校
の
漢
文
・
中
国
語
教

員
と
な
り
ま
し
た
。
中
国
留
学
を
含

む
30
数
年
に
わ
た
る
教
員
生
活
と
ニ

度
の
大
病
を
患
っ
た
経
験
を
通
し

て
、「
文
化
は
分
化
、
互
い
の
分
化

を
認
め
合
え
る
寛
容
な
文
化  

〜
音

楽
は
時
間
と
空
間
を
超
え
て
〜
」
を

演
題
に
、
日
中
文
化
の
狭
間
で
絶
え

ず
感
じ
て
き
た
、
日
中
の
人
権
に
対

す
る
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

坂
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

◆
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

　
心
友
会（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）

◆
社
会
福
祉
協
助
者
表
彰

塚
田
和
榮
さ
ん
、
西
澤
き
み
子
さ

ん
、
西
念
寺
護
持
会

◆
模
範
在
宅
介
護
者
表
彰

　
西
沢
ケ
サ
子
さ
ん

村
上
小
学
校
人
権
作
文
朗
読
発
表

　
宮
原
凛
成
さ
ん
（
６
年
生
）

　
滝
澤
里
菜
さ
ん
（
５
年
生
）

　
大
場
　
陽
さ
ん
（
６
年
生
）

　
千
曲
坂
城
消
防
組
合
監
査
委
員

の
中
澤  

守
さ
ん
が
、
全
国
町
村

監
査
委
員
協
議
会
か
ら
「
町
村
監

査
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
中
澤
さ
ん
が
、

平
成
21
年
２
月
か
ら
７
年
間
に
わ

た
り
、
千
曲
坂
城
消
防
組
合
に
お

け
る
監
査
の
円
滑
適
正
な
執
行
と

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

共に認め合い、共に支え合う社会をめざして

永年にわたる功績が評価

中澤 守さんが
全国町村監査功労者表彰

心温まる美しいハーモニー

坂城コーラス演奏会
　
12
月
４
日（
日
）、
南
条
小
学
校
音

楽
堂
で
、
２
年
前
か
ら
男
性
会
員
が

加
わ
り
混
声
合
唱
団
と
な
っ
た
坂
城

コ
ー
ラ
ス
の
演
奏
会（
指
揮…

篠
澤

友
子
先
生
、
ピ
ア
ノ…

宮
入
有
子
さ

ん
）が
、
22
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　『
新
た
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
新
た
な

た
び
だ
ち
』
を
テ
ー
マ
に
、
混
声
合

唱
、
女
声
合
唱
、
男
声
合
唱
に
よ
り
、

『
砂
山
』『
お
ぼ
ろ
月
夜
』『
花
は
咲
く
』

『
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
』『
群
青
』『
河
口
』

な
ど
全
15
曲
を
披
露
。
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
満
席
と
な
っ
た
音
楽

堂
に
響
き
渡
り
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ

ん
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

◀
中
澤 

守
さ
ん（
右
）

▲瞳みのるさん▲瞳みのるさん
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い（
介
護
保
険
料
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。
口

座
振
替
は
、
１
月
31
日（
火
）に
指
定

口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振

替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
１
月
20
日

（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　
長
野
県
最
低
賃
金
が
、
平
成
28

年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
７
７
０
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
向

け
た
中
小
企
業
へ
の
支
援
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
６―

２
２
３―

０
５
５
５

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

千
曲
・
坂
城
地
域
の
通
所
施
設
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
施
設
担
当
者

や
相
談
支
援
専
門
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
　
１
月
28
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
千
曲
市
更
埴
文
化
会
館（
あ

ん
ず
ホ
ー
ル
）   

小
ホ
ー
ル

申
込
　
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
法
人
し
あ
わ
せ

　
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

　
☎
０
２
６―
２
７
４―

３
４
８
５

　
千
曲
坂
城
消
防
組
合
で
は
、
平

成
29
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
嘱
託

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
　
１
名

職
種
　
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
嘱
託
職
員 

事
務
補
佐
員

募
集
要
件
　
町
内
ま
た
は
千
曲
市

在
住
で
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
方

資
格
等
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

試
験
日
時
　
２
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時

　
　
　
　
　※

面
接
試
験
の
み

試
験
会
場
　
更
埴
消
防
署  

会
議
室

受
験
申
込
期
間
　

　
１
月
10
日（
火
）〜
２
月
３
日（
金
）

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
２
月
３
日
ま

で
に
消
防
本
部
総
務
課
へ
持
参
す

る
か
、
郵
送
（
当
日
必
着
）
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
２
６―
２
７
４―

０
１
１
９

　
現
在
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
等
を

合
わ
せ
て
、
３
０
０
月
以
上
の
納
付

月
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
納

付
月
が
１
２
０
月
以
上
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
給
付
に
向

け
て
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

年
金
納
付
に
つ
い
て
改
め
て
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

長
野
南
年
金
事

務
所
出
張
窓
口
を
予
約
制
で
開
設
し

ま
す
。

期
日
・
場
所

 

・
１
月
19
日（
木
）
役
場
第
３
会
議
室

 

・
２
月
８
日（
水
）
役
場
第
４
会
議
室

時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
住
民
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
２

国
民
健
康
保
険
税（
第
７
期
）

介
護
保
険
料（
第
７
期
）

納
期
限
は
１
月
31
日（
火
）

8,000 円
7 年リース

月 リ々ース料
（税別）

環境車検ではエンジン内を洗浄することで燃費と加速が良くなります。
更に排気ガスがキレイになるので環境にも優しいんです！
お得な立ち合い車検も好評実施中ですのでお気軽にお問合せ下さい。

　消費税率引上げによる影響の緩和や
「一億総活躍社会」の実現に向け、低
所得者の方や賃金引上げの恩恵が及び
にくい障害基礎年金・遺族基礎年金等
の受給者の方を支援するため、一定の
要件に該当する方に臨時福祉給付金、年金生活者等支援
臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）が支給
されます。
　対象になると思われる方には、９月に申請書（オレン
ジ色）を送付しました。まだ申請を済ませていない方は、
期限までに申請してください。

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係
　☎82－3111（内線132）　有線88－1026

申請期限　１月20日（金）まで
※郵送の場合は、当日消印有効
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町
公
民
館
と
坂
城
町
文
化
協
会

囲
碁
ク
ラ
ブ
、
将
棋
連
盟
の
共
催
に

よ
る
囲
碁
大
会
及
び
将
棋
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
囲
碁
大
会
】

日
時
　
３
月
19
日（
日
）

　
　
　
受
付…

午
前
８
時
30
分

　
　
　
開
会
式…

午
前
８
時
45
分

　
　
　
試
合
開
始…

午
前
９
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

参
加
費
　
１
０
０
０
円

申
込
　
当
日
会
場
で
受
付

【
将
棋
大
会
】

日
時
　
３
月
26
日（
日
）

　
　
　
受
付…

午
前
９
時

　
　
　
開
会
式…

午
前
９
時
50
分

　
　
　
試
合
開
始…

午
前
10
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

参
加
費
　
２
０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
　
１
０
０
０
円

申
込
　
当
日
会
場
で
受
付

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
・
有
線
８
２―

６
６
３
７

ち
ょ
こ
っ
と
か
ぶ
れ
る
〝
オ
シ
ャ

レ
な
帽
子
・
三
角
巾
〞
を
作
ろ
う
！

　
作
業
の
時
で
も
家
に
い
る
時
で
も
、

い
つ
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
時
に
か
ぶ

れ
る
帽
子
と
三
角
巾
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
作
品
を
見
な
が
ら
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
２
月
12
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
中
嶋
田
鶴
子
さ
ん

定
員
　
16
名

受
講
料
　
３
０
０
円

　
　
　
　（
材
料
費
別
途
要
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　
☎
・
有
線
８
２―

２
０
６
９

　
町
公
民
館
で
は
、
小
中
学
生
を

対
象
に
子
ど
も
茶
の
湯
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
茶
の
湯
を
通
し
て
「
礼
」

な
ど
伝
統
的
な
日
本
文
化
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
３
月
４
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
文
化
の
館（
中
之
条
）

受
講
料
　
１
０
０
円

※

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
・
有
線
８
２―

６
６
３
７

　
湯
さ
ん
館
で
は
、
東
信
よ
し
だ

内
科
の
吉
田
先
生
の
ご
協
力
に
よ

り
、「
第
４
期
い
き
い
き
水
中
健
康

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
陸
上
で

の
運
動
に
比
べ
て
体
へ
の
負
担
が

少
な
い
水
中
運
動
で
気
軽
に
健
康

づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
１
月
10
日
〜
３
月
14
日

　
　
　
火
曜
日  

全
10
回
コ
ー
ス

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容
　
水
中
運
動
・
健
康
相
談
・

体
力
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

受
講
料
　
３
０
０
０
円

※

要
別
途
入
館
料
５
０
０
円

申
込
締
切
　
１
月
６
日（
金
）

定
員
　
25
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
　

　
☎
・
有
線
８
１―

７
０
０
０

　坂城町消防団の出初式を
行います。大勢の皆さんの
観覧をお待ちしています。

有権者にも政治家にも、守ってほしい「三ない運動」

期日 １月22日（日）

◎問い合わせ先　住民環境課生活安全係
☎82－3111（内線124）　有線88－1024

街頭行進　午前９時20分　逆木通り
　　　　　※午前８時45分から10時まで、逆木

通りが全面通行止めになりますの
で、ご協力をお願いします。

式　　典　午前10 時　文化センター体育館

期日 １月22日（日）
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新
年
を
迎
え
、
お
正
月
は
家
族
や
親
戚
と
過
ご
す
機
会
が

増
え
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
鍋
料
理
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
体
が
温
ま
る
鍋
料
理
は
、
寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
季
に
と

て
も
適
し
て
い
ま
す
。
鍋
に
使
う
野
菜
や
き
の
こ
な
ど
は
、

加
熱
す
る
こ
と
で
か
さ
が
減
る
た
め
、
無
理
な
く
た
く
さ
ん

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
に
溶
け
や
す
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
や
Ｃ
、
そ
し
て
無
機
質
（
ミ
ネ
ラ
ル
）
も
丸
ご
と
無
駄
な

く
と
れ
ま
す
。

　
ひ
と
口
に
鍋
料
理
と
い
っ
て
も
、
日
本
各
地
に
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の
食
材
を
使
っ
た
特
色
の
あ
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
、
ま

た
ゆ
か
り
の
あ
る
地
方
な
ど

に
、
ど
ん
な
鍋
料
理
が
あ
る

の
か
調
べ
て
味
わ
っ
て
み
る

の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
家
族
や
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
と
、
ひ
と
つ
の
鍋
を
囲
ん

で
い
る
と
、
会
話
も
は
ず
み
、

絆
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま

す
よ
。

　『お
い
し
か
っ
た
王
林
ジ
ャ
ム
作
り
』

　
　
　村
上
小
学
校

　三
年
東
組

　小
宮
山
心
菜

　十
一
月
十
四
日
に
、
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ
の
人
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
り
ん
ご
ジ
ャ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
ざ

い
り
ょ
う
は
、
り
ん
ご
農
家
の
宮
崎
さ
ん
の
畑
で

し
ゅ
う
か
く
さ
せ
て
も
ら
っ
た
王
林
で
す
。
ミ
キ

サ
ー
で
細
か
く
し
た
り
ん
ご
を
な
べ
に
入
れ
て
、
さ

と
う
と
い
っ
し
ょ
に
に
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
あ
ま
い

に
お
い
が
し
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
そ
う
な

に
お
い
で
し
た
。

　わ
た
し
は
、
王
林
ジ
ャ
ム
の
味
が
一

番
心
に
の
こ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
王
林
ジ
ャ
ム
の
味
は
と
て
も
あ

ま
く
て
、
り
ん
ご
の
味
が
よ
く
わ
か
っ

た
か
ら
で
す
。
家
に
持
ち
帰
っ
て
、
家

族
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
ま
し
た
。
み
ん

な
す
き
な
味
だ
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。
ジ
ャ
ム
に
つ
い
て
さ
ら
に
勉
強
し
て
、

も
っ
と
く
わ
し
く
知
り
た
い
で
す
。

　『楽
し
か
っ
た
ジ
ャ
ム
作
り
』

　
　
　村
上
小
学
校

　三
年
西
組

　水
口
元
希

　ぼ
く
は
始
め
、
ジ
ャ
ム
作
り
は
か
ん
た
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
で
も
、
や
っ
て
み
た
ら
意
外
と
む
ず

か
し
か
っ
た
で
す
。

　ぼ
く
が
べ
ん
強
に
な
っ
た
こ
と
は
、
と
う
ど
が
四

十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
と
、

レ
モ
ン
の
し
る
も
入
れ
な
い
と
お
い
し
く
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
リ
ン
ゴ
カ
ッ
タ
ー
で
り
ん
ご

を
切
っ
た
こ
と
と
、
火
に
か
け
た
ジ
ャ

ム
を
か
き
ま
ぜ
た
こ
と
が
、
と
て
も
楽

し
く
て
、
心
に
の
こ
る
体
け
ん
で
し
た
。

　い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
て
、
い
っ
し
ょ

に
作
っ
て
く
れ
た
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ
の

み
な
さ
ん
に
、
感
し
ゃ
し
た
い
で
す
。

で
き
た
ら
ま
た
、り
ん
ご
を
使
っ
た
り
ょ

う
り
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ぼ

く
は
こ
れ
か
ら
、
ま
た
り
ん
ご
を
使
っ

た
り
ょ
う
り
を
し
て
み
た
い
し
、
こ
ん

ど
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎・有線82-2008

村上小学校
「ジャム作り」

　110番は、緊急の事件や事故が発生
した際に、その関係者や目撃者など
から、いち早く通報を受け、被害者
の救護や犯人検挙などの警察活動を
迅速、的確に行うための緊急通報用
電話です。地域の安全・安心を守る
ため、正しい利用をお願いします。

不要・不急の110番通報は
しないでください

　いたずら電話のような不要の電
話、相談や問い合わせといった不急
の電話は、緊急を要する事件・事故
への対応を妨げる原因となります。

相談は「#9110」、緊急ではない
通報は、お近くの警察署へ

　相談は警察相談専用電話「#9110」
または長野県警察地域安全推進係
「026-233-9110」へ、緊急ではない
要望や問い合わせ、照会などは、千
曲警察署「026-272-0110」へ電話す
るようお願いします。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

今年も、皆様にとってよりよい一年になりますように。

　ＳＢＣアナウンサーによる読み聞かせ会に
美智ちゃんと参加です。
　碧さんには娘さんが3人いて、お正月には
お孫さん達も集まり大賑わい。みんなの元気
な顔を見られることが碧さんの張り合いに
なっているようです。また、美智ちゃん一家が
近くにいて顔を見せてくれるのが、楽しみで
あり心強いそうです。
　元気で素直に育って！ と美智ちゃんにエー
ルを送る優しいばぁばです。

　きっと今年も、お子さんがたくさんの成長の喜びや楽し
い思い出をもたらしてくれることでしょう。

　支援センターも、みなさんの子育てを応援していきます。
遊びに、子育て相談にと、支援センターの利用をお待ちして
います。
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７日（土）
午前９時～正午
文化センター相談室

社 協
結婚相談

１月
１日（日）

２日（月）

３日（火）

８日（日）

９日（月）

15 日（日）

22 日（日）

29 日（日）

２月
５日（日）

松尾医院
千曲中央病院
千曲中央病院 歯科
さかき生協診療所
菅谷東クリニック
吉沢内科クリニック
柳沢歯科医院
いろかわ医院
中沢医院
菅谷医院
大塚歯科クリニック
やまざき医院
あんずの里クリニック
安川整形外科クリニック
前山歯科医院
武市医院
鴇沢内科クリニック
坂口整形外科
竹内歯科医院
安里医院
千曲中央病院
榑沼歯科医院
とぐらクリニック
飯島医院
島谷医院
あかいけ歯科クリニック
市川内科医院
二階堂医院
中沢内科医院
こみやま歯科医院

長野寿光会上山田病院
島田クリニック
岡田外科医院
しおいり歯科医院

【 立 町 】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市杭瀬下】
【 中 之 条 】
【 千 曲 市 粟 佐 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【千曲市稲荷山】
【 立 町 】
【 千 曲 市 小 島 】
【千曲市稲荷山】
【千曲市上山田温泉】
【千曲市上徳間】
【 千 曲 市 森 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【千曲市上徳間】
【 中 之 条 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【千曲市稲荷山】
【 千 曲 市 内 川 】
【千曲市杭瀬下】
【 千 曲 市 内 川 】
【 千 曲 市 戸 倉 】
【 千 曲 市 中 】
【千曲市杭瀬下】
【 鼠 】
【千曲市上山田温泉】
【 千 曲 市 磯 部 】
【千曲市稲荷山】
【 千 曲 市 力 石 】

【千曲市上山田温泉】
【 千 曲 市 小 島 】
【千曲市稲荷山】
【 千 曲 市 雨 宮 】

☎・有線 82-2013
☎(026)273-1212
☎(026)273-2130
☎ 8 2 - 0 1 0 1
☎(026)272-0493
☎(026)273-7050
☎(026)273-5638
☎・有線 82-2143
☎(026)272-0131
☎(026)272-1024
☎(026)276-5508
☎(026)276-2700
☎(026)272-1005
☎(026)273-6611
☎(026)276-0282
☎ 8 2 - 2 6 0 6
☎(026)272-3713
☎(026)273-8680
☎(026)274-7050
☎(026)275-7800
☎(026)273-1212
☎(026)261-5005
☎(026)275-0405
☎(026)272-0269
☎(026)273-1201
☎ 8 1 - 3 3 7 7
☎(026)275-5515
☎(026)275-5582
☎(026)272-1013
☎ 8 1 - 7 0 1 1

☎(026)275-1581
☎(026)273-8788
☎(026)272-2828
☎(026)273-8080

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（び ん・缶・ペ ッ ト ボ ト ル・プ ラ

スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

８日（日）、15 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城中学校　南側駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成28年９月生

平成28年６月生

平成28年３月生

平成26年９月生～10月生

平成25年７月生～８月生

受　付　日　時

26日（木）午後１時

20日（金）午前９時

19日（木）午前９時

11日（水）午前９時

23日（月）午後１時

■平成27年11月分　209.12ｔ
■平成28年11月分　197.44ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

10日（火）、20日（金）
午前９時～11時30分
役場第４・５会議室（３階）

10日は弁護士、20日は司法書士による法律相談を合
わせて行います。相談をご希望の場合は、原則前日
までに社会福祉協議会【☎・有線82-2551】へ予約
してください。（ただし、当日受付が可能な場合あり）

16日（月） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 18日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、１月10日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）有線88-1022】
へお申込みください。

11日（水） 役場第５会議室（３階） 
25日（水） 文化センター相談室
午後１時30分～４時

障がい者（児）
相 談
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朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後４時 30 分

操作方法は     　・    　・９ ４ チャンネル番組
終了するときは     　・    　・９ ４ ０
チャンネル番組 ２

３
…ＦＭ長野

…ＮＨＫ・ＦＭ

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）有線 88－1000

１日（日）

８日（日）

11日（水）

12日（木）

15日（日）

18日（水）

22日（日）

25日（水）

26日（木）

29日（日）

年頭のあいさつ

楽しい民話

税務署だより

信号は赤です

楽しい民話

こちら119番

楽しい民話

明るい消費生活

川　柳

楽しい民話

午前９時～
町長・議会議長

かべのツル
北日名　春日秀子さん

所得税の還付申告
上田税務署

交通事故防止
坂城町交番

こんぴらさんのだるま
込山　岡田由貴子さん
消火栓付近の駐車禁止

消防署
動物のもち取り

金井　青木典子さん
最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

ＪＡビビット文壇
選者　小宮山正雄さん
どんどこの阿弥陀さま

鼠　玉井かつ子さん

町立図書館  ☎・有線 82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

日にち 番組名 内容／出演

土
７
14
21
28

平成28年12月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,072世帯（－  8）
人　口： 15,254人    （－23）
　男　：  7,514人　（－16）
　女　：  7,740人　（－  7）

件　数：　　  8件
累　計：　　55件　（－  5）
死　者：　　  0人
累　計：　　  1人　（＋  1）
負傷者：　　10人
累　計：　　69人　（－10）

平成28年11月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

金
６
13
20
27

☆児童図書
・サバンナのいちにち
　（作：斉藤  洋　絵：高畠  純／講談社）
・オムライスのたまご
　（作：森  絵都　絵：陣崎草子／講談社）
・ドラえもん　はじめての論語
　（著：安岡定子　まんが原作：藤子・Ｆ・不二雄／小学館）

☆一般図書
・世界史ＭＡＰＳ ── 歴史を動かした72の大事件
　（編：ドーリング・キンダースレー社　訳：土屋晶子／主婦と生活社）
・トコトンやさしいドローンの本
　（監修：鈴木真二　編：日本 UAS 産業振興協議会／日刊工業新聞社）
・雪煙チェイス
　（著：東野圭吾／実業之日本社文庫）

☆おはなし会　午前 11 時～
　14 日（土）２階・集会室　　28 日（土）１階・畳スペース
☆点字・点訳講座　午後２時～
　17 日（火）　講師：山口静枝さん

11月には、一般書168冊、児童書129冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

ことわざ生活　あっち篇
（文：あかいわしゅうご　絵：ヨシタケ

シンスケ／草思社）
　家族や友人、世間にまつわることわざ、
慣用句を集めて、イラストと文でわかりや
すく解説した本。絵本『りゆうがあります』

『もうぬげない』で人気のヨシタケさんの
イラストが、ことわざのニュアンスと微妙
にずれているところもあって、読んでいる
だけで楽しい本です。ものの見方や日々の
楽しみ、自分を勇気づけてくれることわざ
を集めた「こっち篇」もあります。

☆おすすめの本

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

12月29日（木）～
 １月 ３日（火）の
年末年始は、
休館いたします。

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24
31
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■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町役場企画政策課
　　　　　　  ☎ 0268-82-3111　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　滝沢印刷合同会社

「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください。

　
11
月
19
日（
土
）に
大
阪
城
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
第
35
回
全
日

本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
出
場
し
た
南
条
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
部
が
、
２
年
連
続
で
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
演
奏
し
た
曲
は
、
同
部
史
上

最
高
難
易
度
と
な
る
『Pops for 

Brass

』。「
聴
い
て
く
だ
さ
る
全

て
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
と
ハ
ッ

ピ
ー
を
届
け
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

34
名
の
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
練
習
に
励
み
、
大
会
に
臨
み

ま
し
た
が
、
目
標
と
し
て
い
た

金
賞
に
は
惜
し
く
も
一
歩
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
部
長
の
井
出
万
葉
さ
ん
と
副

部
長
の
竹
内
唯
人
さ
ん
は
、「
大

会
本
番
で
は
、
最
初
は
緊
張
し

ま
し
た
が
、
後
半
は
演
奏
を
楽

し
ん
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
悔
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

場
の
皆
さ
ん
に
感
謝
と
ハ
ッ
ピ
ー

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

南
条
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部

全
国
大
会
で
２
年
連
続
銀
賞
受
賞
！

　
12
月
６
日（
火
）、
に
ぎ
わ
い

坂
城
の
皆
さ
ん
に
よ
る
坂
城
駅

前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

式
と
、
１
６
９
系
電
車
内
で

坂
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今

年
も
坂
城
駅
を
出
て
正
面
に
あ

る
長
野
県
信
用
組
合
坂
城
支

店
様
駐
車
場
の
壁
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
で
装
飾
。
１
６
９
系
電
車
も

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
坂
城
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
慣
れ
な
い
電
車

内
で
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た

が
、
フ
ル
ー
ト
三
重
奏
『Six 

Trios

』、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重

奏　『
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ゥ  

セ
レ

ク
シ
ョ
ン
』、
サ
ッ
ク
ス
六
重
奏

『Adios  N
onino

』
の
３
曲
を

披
露
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
さ
れ
、
満
席
と
な
っ
た
車

内
に
美
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

ティラノサウルスとかいけつゾロリも登場！

超大型絵本が図書館に
　
12
月
10
日（
土
）、
町
立
図
書

館
に
、
高
さ
１
６
０
㎝
、
見
開

き
２
６
０
㎝
、
重
さ
１
０
０
㎏

の
超
大
型
絵
本
『
お
ま
え
う

ま
そ
う
だ
な
』（
宮
西
達
也  

作
・

絵
／
ポ
プ
ラ
社
）
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ポ
プ
ラ
社
読
書

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
堀  
玲
子
さ

ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
、『
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ

な
』に
登
場
す
る
テ
ィ
ラ
ノ
サ

ウ
ル
ス
と
『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
』

シ
リ
ー
ズ（
原  

ゆ
た
か  

作
・

絵
／
ポ
プ
ラ
社
）の
か
い
け
つ

ゾ
ロ
リ
と
の
撮
影
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
人
気
作
品
と
触
れ

合
え
る
滅
多
に
な
い
機
会
に
、

会
場
に
は
大
勢
の
親
子
連
れ

な
ど
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

日時　１月29日（日）
　　　開場　午後１時
　　　開演　午後１時30分
場所　南条小学校音楽堂

坂城駅前を彩る光と音楽

坂城駅前イルミネーションと
坂中吹奏楽部169ミニコンサート

▶
全
国
大
会
の
様
子

　【
写
真
提
供…

（
株
）大
阪
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
】

▲左から、山村町長、竹内唯人さん、
井出万葉さん、石坂一彦先生、南
澤 博 校長先生

▲左から、ティラノサウルス、
　堀玲子さん、かいけつゾロリ
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